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令和 7 年水質調査結果
　公害問題が顕在化してきた昭和 40年代以降、水質汚濁が進み、「汚い、臭い、遊べない」といわれる河川が全国に多く
ありました。国土交通省が河川の水質について、年単位（1月～ 12 月）でのとりまとめを始めた昭和 46年当時、BOD平
均値が5.0mg/ ℓを超え、水質改善が急務であった地点は、一級河川の全調査地点の27％を占めていました。

　しかし、このような一級河川の水質も、これまでの排水規制、下水道整備、河川浄化事業等の推進により徐々に良くなっ
ています。例えば、昭和 40 年代の多摩川は水質悪化が進み、洗剤の泡が浮く汚れた河川でした。昭和 50 年代後半には、
アユの遡上が確認されるまでに水質が良くなり、近年では、大量のアユが毎年遡上するまでになっています。また、綾瀬川
や大和川は、昭和 40 年代の都市化の進展に伴う水質汚濁が著しく、BOD値が 30mg/ ℓを超えていましたが、水質改善の
取組により確実に良くなりました。特に大和川では、令和 7年の代表地点のBOD75%値が 1.5mg/ ℓとなり、アユの遡上
も確認されるようになっています。

　こうした水質改善の背景には、排水規制や下水道整備のみならず、各地域や家庭での生活排水の汚れを減らす取組や、
流域でのクリーン活動等の啓発活動といった、流域の人々の様々な活動があります。これからも水質を維持・改善していく
ためには、このような各地域における努力を持続・発展させることが重要です。

科学的調査

昭和４２年 現在の様子（令和７年度）

大和川（西除川合流点）

写真提供：近畿地方整備局
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水質が最も良好な河川
2025

THE BEST

13

令和 7 年の平均的な水質（BOD 値）が最も良好な河川は以下のとおりです。

※１：環境省の定める BOD の報告下限値（0.5 mg/ ℓ）
※２：測定データを値が小さい（水質が良好）方から並べ、0.75 ×データ数番目（整数ではない場合は切り上げ）の値（例えば、BOD を毎月 1 回測定していた場合、
	 水質の良い方（値の小さい方）から数えて 0.75 × 12 ＝ 9 番目の値が 75% 値となります。）

＜対象河川＞
・　一級河川（本川）: 直轄管理区間に調査地点が 2 以上ある河川
・　一級河川（支川）: 直轄管理区間延長が概ね 10km 以上、かつ直轄管理区間に調査地点が 2 以上ある河川
※湖沼類型指定、海域類型指定の調査地点及びダム貯水池は含まない。

BOD 値による河川の水質状況（水質が最も良好な河川）

2016-2025 年（平成 28- 令和 7 年）の 10 年で、
4 回以上「水質が最も良好な河川」となった河川（19 河川）を紹介します          

科学的調査

対象河川である 160 河川のうち、以下の両方を満たす河川。

・　対象河川の各調査地点の BOD 年間平均値について、全調査地点で平均をとった値が 0.5mg/ ℓ ※１

・　対象河川の各調査地点の BOD75% 値 ※ 2 について、全調査地点で平均をとった値が 0.5mg/ ℓ 

【「水質が最も良好な河川」の定義】

地方名 河川名 調査地点の都道府県名

北海道 後志利別川 シリベシトシベツガワ 後志利別川水系 北海道

北海道 渚滑川 ショコツガワ 渚滑川水系 北海道

北海道 沙流川 サルガワ 沙流川水系 北海道

北海道 札内川 サツナイガワ 十勝川水系 北海道

東北 荒川 アラカワ 阿武隈川水系 福島県

中部 宮川 ミヤガワ 宮川水系 三重県

近畿 北川 キタガワ 北川水系 福井県

中国 小鴨川 オガモガワ 天神川水系 鳥取県

中国 高津川 タカツガワ 高津川水系 島根県

中国 天神川 テンジンガワ 天神川水系 鳥取県

四国 仁淀川 ニヨドガワ 仁淀川水系 高知県

九州 川辺川 カワベガワ 球磨川水系 熊本県

九州 五ヶ瀬川 ゴカセガワ 五ヶ瀬川水系 宮崎県

河川 各河川の水質の特徴はこちら
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平成 28- 令和 7 年水質調査結果 
2016-2025 年（平成 28- 令和 7 年）の 10 年で、

4 回以上「水質が最も良好な河川」となった河川（19 河川）を紹介します          
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　令和 7年の地点毎の年間の平均的な水質（BOD 値）と、平成 27年の地点毎の年間の平均的な水質（BOD 値）から、10 年
間の直轄管理区間の水質改善幅による地点の水質改善状況を比較すると、上記上位 7地点で大幅な水質改善が進んでいます。
　また、上記上位 7地点以外にも、様々な取組等により、全国的にきれいな川、生物が生息しやすい川などをめざして水質や
水環境の改善が多面的に取り組まれています。
　こうした水質を改善する取組を地域づくりや観光振興とあわせて実施している河川として、天竜川（中部地方）（P.16）や烏川

（関東地方）（P.17）の事例を掲載しています。

過去 10 年間の水質改善状況

T O P

５

過去 10 年間に BOD 値が大幅に改善されている地点は以下のとおりです。

順
位

地方名／地点名
（水系名河川名）

平成 27 年
BOD 年間

平均値
（mg/ ℓ）

令和 7 年
BOD 年間

平均値
（mg/ ℓ）

水質改善幅
（mg/ ℓ）

1 近畿／利
ト ク ラ

倉 （淀
ヨドガワ

川水系 / 猪
イ ナ ガ ワ

名川） 6.0 2.5 3.5

2 北陸／旭
アサヒバシ

橋 （信
シ ナ ノ ガ ワ

濃川水系 / 信
シ ナ ノ ガ ワ

濃川） 2.8 0.7 2.1

3 近畿／内
ウチカワリュウマツ

川流末 （淀
ヨドガワ

川水系 / 内
ウチカワ

川） 3.0 1.1 1.9

4 北海道／緑
ミドリバシ

橋 （石
イシカリガワ

狩川水系 / 牛
ウ シ ュ ベ ツ ガ ワ

朱別川） 2.1 0.8 1.3

5 北海道／生
オヤフルサンセンキタガワチサキ

振 3 線北側地先 （石
イシカリガワ

狩川水系 / 茨
バ ラ ト ガ ワ

戸川） 3.5 2.4 1.1

5 関東／八
ヤ ス ジ ガ ワ

筋川 （利
ト ネ ガ ワ

根川水系 / 横
ヨ コ ト ネ ガ ワ

利根川） 3.9 2.8 1.1

5 近畿／紀
キ ノ カ ワ オ オ ハ シ

の川大橋 （（紀
キ ノ カ ワ

の川水系 / 紀
キ ノ カ ワ

の川） 1.9 0.8 1.1

BOD 平均値の改善幅による過去 10 年間の水質改善状況

科学的調査
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　令和 7年に、一級河川（湖沼及び海域を含む。）の直轄管理区間において、生活環境の保全に関する環境基準項目のうち、BOD（生
物化学的酸素要求量）または、COD（化学的酸素要求量）の環境基準を満足した地点の割合は 89％（881 地点 /990 地点）で、
依然として高い割合を維持しています。
　なお、令和 7年に BOD（または COD）値が環境基準を満足した地点の割合について、地点の種類別に見ると、河川のみでは
94％（837 地点 /887 地点）、湖沼等（海域含む）※3 では 43％（44地点 /103 地点）でした。

環境基準（BOD 等）の満足状況

89

BOD ※ 1（または COD ※ 2）値が環境基準を満足した地点の割合は 89％でした。

一級河川（湖沼及び海域を含む）において環境基準を満足した地点の割合

科学的調査

※ 1　BOD（生物化学的酸素要求量）：　河川の水質の汚濁状況を測る代表的な指標である。水中の汚れ（有機物）が微生物により分解されるときに消費される酸素量のことで、BOD の値が
大きければ水が汚れていることを表す。

※ 2　COD（化学的酸素要求量）：　湖沼や海域の水質の汚濁状況を測る代表的な指標である。水中の有機物を酸化剤で酸化されるときに消費される酸化剤の量を酸素量に換算したもので、
COD の値が大きければ水が汚れていることを表す。

※ 3　河川・湖沼別の環境基準を満足した地点の割合は平成 8年より整理（平成 26年以降は海域も含む）

令和 7年における、直轄管理区間の健康項目全体の環境基準を満足した割合は 99.5％（855 地点 /859 地点）となっており、
ほとんどの地点で環境基準を満足しました。

【生活環境の保全に関する環境基準】

令和 7年度における、ダイオキシン類が水質環境基準を満足した地点の割合は 93%（158 地点 /170 地点）でした。
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感覚的な水質指標による
調査

感覚的調査

国土交通省では、河川を BOD などの環境基準だけでなく多様な視点で評価するために、調査の一部を
住民と河川管理者との協働で実施しています。
普段親しんでいる身近な川で、ごみの量や水のにおいなどを実際に体感することで評価しています。

河川を BOD などの環境基準だけでなく多様な視点で評価するための指標について検討し、「今後の河川水質管理の指標について
（案）」を平成 17 年 3 月にとりまとめました 注 1) 。このうち、「感覚的な水質指標注 2）」による調査では、調査の一部を住民と河川管

理者との協働により平成 17 年から実施しており、普段親しんでいる身近な川で、ごみの量や水のにおいなどを実際に体感するこ
とで評価しています注 3）。住民との協働による水質調査は、住民の川に対する意識の向上（情報提供を含む）、河川水質の情報収集、
住民の主体的な行動を引き出すことなどにより、川の改善を目指すことをねらいとしています。

注 1	 平成 21 年 3 月に一部改訂し、平成 21 年度の調査より適用しています。
注 2	 「今後の河川水質管理の指標」のうち、「人と河川の豊かなふれあいの確保」に関する調査では、ごみの量や水のにおいなどを実際に体感することで評価する項目が含まれていることから、「感覚的な

水質指標」として紹介しています。
注 3	 評価項目ごとに A ～ D ランクの 4 段階の評価ランクを決めた上で、まず調査回ごとに最も低い項目別評価ランクを、その地点のその調査時の総合評価ランクとし、1 年間の調査時の総合評価ランク

のうち最頻出ランクを、その地点における年間の総合評価ランクとします。最頻出ランクが 2 つ以上ある場合は、低い方のランクを年間の総合評価ランクとします。

　「感覚的な水質指標による調査」は、これまで多くの水系で実施され、子供たちをはじめ、多くの方々が参加

しています。

　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、全国的に調査中止あるいは規模縮小を余儀なくされた時期

もありましたが、長年調査を実施する中で、河川ごとに調査内容や方法も多様化しています。

ここでは、2025 年に実施した調査をご紹介します。

順位 都道府県 河川名（水系名）/ 調査地点 参加者数

1 北海道 札内川（十勝川水系）/ 札内橋下流 792

2 大阪府 大和川（大和川水系）/ 河内橋 388

3 香川県 土器川（土器川水系）/ 平成大橋 382

4 兵庫県 猪名川（淀川水系）/ 池田床固下流 225

5 北海道 常呂川（常呂川水系）/ 若松橋 223

5 北海道 常呂川（常呂川水系）/ 叶橋下流左岸 223

5 北海道 常呂川（常呂川水系）/ 林友橋 223

参加者数が多い調査地点（上位 7 地点）参加者数が多い調査地点（上位 7 地点）

※表中の参加者数は、年間を通した延べ人数。年間に複数回の調査を実施した調査地点がある。
　また同一団体が複数個所調査を実施した調査地点がある。

　なお、住民参加による水質調査の詳しい実施状況は、【詳細版】令和 7 年全国一級河川の水質現況　第二

章 河川の水質現況　4. 住民参加による水質調査をご覧ください。
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感覚的調査

後志利別川水系

8

水難事故防止に関する説明

後志利別川の水生生物調査
全国最多２５回清流日本一に輝いた河川で調査

\\ 後
し り べ し と し べ つ が わ

志利別川 //

（北海道）

　函館開発建設部今金河川事務所では、日本有数の清流に触れ、川に
親しんでもらうため、上流部、中流部、下流部の各小学校の児童を対
象に、後志利別川に生息する水生生物の採取や簡易的な水質調査を実
施しました。
　タモ網を使用して水生生物を採取し、指標生物との比較により水質
判定を行う調査、併せて、簡易な水質測定器具を使った水素イオン濃
度（水の酸性・アルカリ性を示す値）などの測定も行いました。
　令和 7年は、7月 7 日、7 月 9 日、7 月 11 日に後志利別川流域の 
せたな町、今金町の 3つの小学校計 62 人の児童が体験し、後志利別
川が「きれい」な川であることがわかりました。

タモ網を使って水中の生き物を採集 採集した魚を観察

パックテストを用いた簡易水質調査

写真提供：北海道開発局
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感覚的調査

9

岩木川の水生生物調査
日本水環境学会 東北支部が主催する「東北・水すまし賞」を受賞した調査

　青森河川国道事務所では、令和 7年 7月 11 日に弘前市立大
たいせい

成小学校の児
童（4学年 41名）とともに、水生生物調査を行いました。また川で安全に気
をつけながら楽しく遊んで欲しいとの思いを込めた学習会も同時に開催しま
した。学習会では川の中での調査のため、ライフジャケット着用の大切さなど、
川で楽しく遊ぶための知識を深めました。学習会後、岩木川に入り、きれい
な水に生息するカワゲラ類やヘビトンボなどの水生生物を採集しました。
　大

たいせい

成小学校の岩木川での調査は、令和 6年度に公益社団法人 日本水環境学
会 東北支部が主催する「東北・水すまし賞」を受賞しています。この賞は次
代の環境を担う若い人たちの環境活動を支援する目的で東北地方において水
環境保全に関わる優れた活動または研究を表彰する制度です。

「うんこドリル川の安全」を使った学習会

採取した生き物を観察

パックテストによる簡易水質検査

\\ 岩
い わ き が わ

木川 //

（青森県）

石の裏にいる生き物を捜索

岩木川水系

写真提供：東北地方整備局
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感覚的調査

10

木津川水系

　地域の子供たちの自然とのふれあいと身近な環境問題への関心を高めること
を目的として、木津川上流河川事務所では、毎年水生生物調査を実施しており、
令和 7年で 31回目となりました。
　令和 7年の調査は、7月 21日に木津川上流部の稲広橋で一般参加者 140 名、
7月 24日に上野生涯学習推進会議および木津川上流河川事務所職員 12名によ
る計 2回が行われました。
　稲広橋では、親子が一緒に川と生き物とのふれあいを楽しみながらの調査が
行われ、ヒラタカゲロウ類やサワガニなどきれいな川にしか生息しない水生生
物が確認でき、木津川はきれいな水（水質階級Ⅰ）であることがわかりました。
　参加者からは、「水質測定の方法がわかりやすく、簡単に学べて子供にとっ
てもよい勉強になったと思います」、「4年間とれなかった魚が捕れてとてもう
れしかった」といった感想がありました。

木津川の水生生物調査
地元の小学生１４０人と実施！！

木津川上流河川事務所の職員による生き物の説明

\\  木
き づ が わ

津川 //

（三重県）

川の中に入り、水生生物を採集します

採集した生き物について確認します 採集した魚類（カワムツなど）

写真提供：近畿地方整備局
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水質事故等の状況

　令和7年は令和6年と比べ44件増加しましたが、水質事故の発生件数は、長期的には減少傾向にあります。
　事故の内容を原因物質別にみると、油類の流出が全体の約 8割を占めています。
　一級水系においては、水質事故発生時には、河川管理者、利水者、その他関係行政機関等により構成され
る「水質汚濁防止連絡協議会」を通じて、速やかに情報の収集、通報・連絡を行うとともに、関係機関と連
携のもとにオイルフェンスを設置するなど、被害の拡大防止に努めています。

令和 7 年の水質事故の発生件数は 636 件で、長期的には減少傾向にあります。

水質事故の内容（原因物質別）
不法投棄による油流出事故

（写真：関東地方整備局　江戸川河川事務所）

写真出典：国土交通省 北海道開発局 フォトギャラリー

水質事故発生件数と上水道の取水停止事故発生件数の推移

水質事故調査

532 件
83.6％

29 件
化学物質

4.6％

37 件
油類 . 化学物質以外

5.8％

38 件
その他

6.0％

油類

合計　636 件（自然現象 16 件を除く）

0
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水質事故を防ぐために水質事故を防ぐために
　水質事故は油類や化学物質によるものがあり、工場で使用される機械の故障・操作ミスや、交通事故、ごみの不法
投棄などによって発生します。
　ひとたび油類や化学物質が河川へ流出してしまうと、魚などの水生生物に影響を与えるだけでなく、規模によっては
河川からの水道用水等の取水が制限されるなど、広範囲にわたって市民生活に重大な影響を及ぼすおそれがあります。
　そのため水質事故発生時には、「水質汚濁防止連絡協議会」を通じて速やかに通報・連絡・情報収集を行うとともに
被害の拡大を防止できるよう、日頃から関係機関と共同で訓練等を実施しています。

　千代川水系水質汚濁防止連絡協議会では、河川等で

油類流出等の水質事故が発生した場合、魚類等の河川

環境または周辺住民に対する被害及び影響が広範囲に

及ぶ場合が考えられるため、日頃から水質事故に対す

る意識の高揚と事故対策技術の鍛錬が必要不可欠であ

り、事故現場で迅速かつ的確な対策を行い、被害の拡

散を防ぐことができるよう訓練を行っています。

　令和 7年には 11 月 5日に鳥取市の摩尼川で関係機

関の協力のもとに油流出事故を想定した現地対策訓練

を行っており、関係機関との連携を深めました。

事例

中国地方整備局での事例

　松山河川国道事務所では、水質を良好に保つことや

水質事故発生時に迅速な対応を行うために、重信川水

系水質汚濁防止連絡協議会を設置し、関係機関との緊

密な連絡体制を構築しています。

　重信川水系の水質事故対策における技術の向上を目

的として、令和 7年 11 月 14 日に重信川水系の石手

川で対策技術訓練及び専門家による油流出事故対策資

材の使用方法講習会を行いました。講習会では「交通

事故により石手川に転落した軽自動車からのガソリン

等の流出」などの具体的な発生源を提示しその対策に

ついて訓練しています。

四国地方整備局での事例

オイルフェンスを設置し油類を回収する訓練

写真出典：国土交通省 北海道開発局 フォトギャラリー

水質事故調査

油流出事故対策資材の使用方法の講習

（写真提供：中国地方整備局）

（写真提供：四国地方整備局）
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五
ごかせがわ

ヶ瀬川は、向
むこうざかやま

坂山（標高 1,684 ｍ）に源を発する流域面積 1,820km2、幹川流路延
長 106km の一級河川です。宮崎県北部のほぼ全域が流域となっており、この地域にお
ける社会、経済、文化の基盤をなすとともに、豊かな水量と自然環境を利用した観光
や工業が発展しています。

13 年連続で「水質が最も良好な河川※ 1」となった五ヶ瀬川は、季節になると大型ア
ユを求めて多くの釣り人で賑い、高

たか

千
ちほきょう

穂峡など風光明媚な自然景観や、300 年以上の
歴史をもつ九州最大規模の「鮎やな」などが、五ヶ瀬川流域の大きな観光資源となっ
ています。

現在の五ヶ瀬川は、下流部で大
おおせがわ

瀬川と分かれ、それぞれ日
ひゅうがなだ

向灘に流れていますが、
以前は河口部付近で再び合流する複雑な流路を形成していたことから、延岡市街地は
度重なる洪水を受けました。この洪水被害を少なくすることを目的として、五ヶ瀬川
と大瀬川の適切な分派対策、洪水時における五ヶ瀬川での堰上げ防止対策（隔

かくりゅうてい

流堤の
設置）、大瀬川の河口閉塞の解消が行われました。

また、延岡市街地から五ヶ瀬川の下流に向かって歩くと、全国でも珍しい「畳
たたみてい

堤」
が見られます。畳堤とは、コンクリート製の枠に畳をはめ込んで浸水被害を防ぐ仕組
みを持った堤防で、大正から昭和の初期にかけて造られました。これは先人の治水対
策の知恵で、住民が協力してまちを守ったシンボルとなっています。

[ 五ヶ瀬川水系五ヶ瀬川（宮崎県・大分県・熊本県）]

五ヶ瀬川
13 年連続全国でトップクラスの清流
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特 集

※ 1: 「水質が最も良好な河川」の定義は、本資料の３ページ目に記載。

天真名井
　高千穂峡の代名詞ともいえる真

ま な い

名井の滝は、天孫降臨※ 2 の際、水のなかった高千
穂に天

あめのむらくものみこと

村 雲 命が水種を移した「天
あまのま

真名
な い

井」が水源となり、滝となって流れ落ちて
いるとされています。
　この天真名井は、かつては豊富な水量が湧きだし、生活用水や醸造酒用の水とし
て利用されていましたが、河川改修が行われた昭和 40 年代以降、湧水が減少し、
現在では、上流側に位置する白水水神の湧水から補給している状況にあります。
　「水循環の復活」をキーワードに、宮崎県と高千穂町との連携のもと、地域の人
びとが川とともに生きることの喜びを取り戻し、この地域を訪れる人びとと日本文
化の原風景の体験を共有できるように、神

じんだいがわ

代川かわまちづくりが行われています。

高千穂峡
（真名井の滝）

五
ヶ

瀬
川

大瀬川

隔流堤による堰上げ防止対策

写真提供：九州地方整備局　延岡河川国道事務所

自然環境や景観に優れた五ヶ瀬川

天孫降臨の地　～高千穂～

延岡のまちを守った畳堤 九州最大規模の鮎やな

神代川かわまちづくり

※ 2:�天孫降臨とは、皇室の御先祖が高天原から天降り、
この国を豊かにそして平和に治められていく様子
を語り伝えるものです。

福岡県

大分県

鹿児島県

佐賀県

沖縄県

宮崎県

長崎県

五ヶ瀬川

位置図

熊本県
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特 集

　友
ともうちがわ

内川は、五ヶ瀬川水系の支川北
きたがわ

川から分かれ、再び北川に合流
する河川です。絶滅危惧種であるアカメ ( 魚類 ) が生息し、この稚魚
の成長に不可欠なコアマモが分布するなど、良好な自然環境が形成
されています。
　平成 11 年ごろ、生活排水等による水質悪化によりコアマモが減少
したことから、延岡河川国道事務所では、平成 14 年度からアカメや
コアマモなど多様な動植物の保全を目的とした水質浄化・河畔林の
保全再生などを実施しました。水質浄化対策として、地域住民や漁
協と連携しながら竹炭やシジミを用いた水質浄化施設を設置しまし
た。この施設の設置と併せて、清掃活動、環境学習会を開催した結果、
地域住民の意識が高まり、生活排水の水質が良くなることで、コア
マモが増加し、アカメの個体数も改善されました。
　水質が改善された後も、友内川にある資料館「リバーパル五ヶ瀬川」
では、子どもたちや地域住民の河川や水質に関する意識を醸成する
ため、定期的に自然観察などの環境学習のイベントを開催しており、
令和６年度は約 6,000 人もの人々が訪れています。

五ヶ瀬川を次世代につなぐ取組

14

 地理院タイル ( 電子国土基本図（オルソ画像）（2007 年以降））を加工して作成

　自然豊かで貴重なオープンスペースである五ヶ瀬川の河川敷では、多くの市民の方々に活用してもらえるように、遊歩道や多目的
広場、親水護岸等を整備する「五ヶ瀬川かわまちづくり」が行われています。さらに、地域住民、延岡市、関係機関により組織され
た「天下一五ヶ瀬かわまち創ろう会」によって、地域の活性化や地域交流の促進、河川空間利用者の安全性向上を目的として、それ
ぞれの活動拠点の特徴を活かしたイベントが実施されています。これらの活動が評価され、令和 2 年度には模範となる先進的な取組
として、九州地方整備局では初めてとなる「かわまち大賞」を受賞しました。
　令和 7 年度には 4 つ目の拠点となる「おうせ・せせらぎ憩いの水辺」において、「恒

つねとみ

富おうせ・せせらぎ公園」が完成しました。
令和７年 10 月 19 日には完成イベントが行われ、今後の新たなにぎわいの場となることが期待されます。

　延岡河川国道事務所では、宮崎大学と連携して五ヶ瀬川流域内の中学校などの教育機関を対象と
したバスツアーを開催しています。上下流の水害の歴史（畳堤）や多自然川づくり実施箇所（神代川）
などの現地を訪れて体験し、流域内の課題を知った上で、ワークショップを行い、自分なりに解決
策を考え、行動に移すきっかけづくりを行っています。

写真提供：九州地方整備局　延岡河川国道事務所

写真提供：リバーパル五ヶ瀬川

友内川自然再生への取組

五ヶ瀬川かわまちづくり　天下一の川づくり ､ まちづくりを目指す！

五ヶ瀬川流域治水バスツアー（川の喜怒哀楽ツアー）

カヌー体験リバーパル五ヶ瀬川

①自然の恵み体験拠点
（大瀬大橋下流）

②回遊できる散策路
（川中地区）

③文化 ･ 自然活動ゾーン
　（五ヶ瀬大橋上流） （恒富地区）

④おうせ・せせらぎ憩いの水辺

清流 五ヶ瀬川を後世に引き継ぐため、五ヶ瀬川流域全体で様々な取組が行われています。
北

川
 ➡

友
内

川
 ➡

祝 ほ
う

り
が

わ

子
川

 ➡五ヶ瀬川 ➡

大瀬川 ➡
日向灘

H�� 年度から
水質浄化・河畔林の
保全再生を実施

コアマモの面積状況（H11 年度～ H23 年度）
H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

年度

20,000

15,000

10,000

5,000

0

面積 ( ㎡ )

延岡花物語(2月頃) かわあそび in 五ヶ瀬 (8 月頃 )

わくわくかわまち

リバーパル
　　五ヶ瀬川

五ヶ瀬川かわまちづくり

河口閉塞の解消

隔流堤の設置

分派対策

水質浄化施設

友内川の位置

中学生が参加した
　　　ワークショップ

（絶滅危惧ＩＢ類）

コアマモの中に生息する
アカメの稚魚

完成イベントでの草スキーフェスティバル (5 月頃 )
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北陸北端の清流　荒川　
　荒川は山形県西

にしおきたま

置賜郡の大
おおあさひだけ

朝日岳（標高1,870m）を源に
小
おぐ に

国盆地を経て新潟県へ入り、各支川と合流しつつ越
えち ご

後平
野北端を流れ日本海へ注ぐ、幹川流路延長 73 km・流域面
積1,150 km² の一級河川です。
　荒川流域の上流に位置する山形県内では、農林業と合わ
せて水資源開発による鉱工業が発展しており、下流の新潟
県内は水稲を中心とした農業地帯で、雲

き ら

母、高
たか せ

瀬といった
温泉郷があります。

コラム 1

Made  i n  " C l e a r  Wat e r "

「清流」から生まれた
名産品

[ 北 陸 地 方 ]

荒
あ ら か わ

川
荒 川 水 系

出典 : 農林水産省「うちの郷土料理」

　関川村の一大イベント「えちごせきかわ大したもん蛇まつ
り」では村民が竹とワラで作った世界一長い蛇（長さ82.8 m、
重さ 2 t）を用いて、村の伝統と自然の脅威に立ち向かう人々
の力を伝える行事です。この長さ「82.8m」は昭和 42年 8
月 28日の羽越大水害の惨事を忘れることなく次代へ引き継
ぐことを目的に定められています。

地元の資源となっているサケ・カジカ
　荒川では、かつてサケを年貢として扱うほど、サケの価値
が重要視されていました。現在もサケやアユ、カジカなどを
対象とした内水面漁業も盛んに行われており、地元の資源と
して根付いています。
　水辺ではささ舟によるサケのいぐり網漁、アユ釣りや箱眼
鏡を用いたカジカ取りが荒川の風物詩となっており、河川敷
には荒川ゴルブ場が設けられるなど、余暇の過ごし方が多様
化する中で、新たな河川空間の利用が進んでいます。

銘柄米「岩船米コシヒカリ」　
　荒川流域には、荒川頭首工で取り込んだ水を使っている
水田が広がっています。これらの水田で生産されるお米は、
「岩船米コシヒカリ」と呼ばれています。魚沼米や佐渡米と
ともに新潟の一般的なコシヒカリとは別に区分されて流通
しており、おいしいお米と評価されています。

　荒川流域にある関川村
は新潟県内有数のしいた
けの産地です。澄んだ空
気と清らかな荒川の流れ
に育まれた「しいたけ」
は、肉厚でうま味が濃厚
で、県外にも出荷され好
評を受けています。

荒川で育まれたしいたけ　

　村上市の郷土料理であ
る「鮭の焼漬け」は新潟
県独特の切り方「もち切
り」で切り分け、白焼き
したサケを熱いうちに醤
油だれで漬け込んだもの
です。煮付けとは異なる
風味を楽しめます。

水辺の楽校

生しいたけ

コシヒカリを栽培している田んぼ

鮭の焼漬け

写真提供：北陸地方整備局
橋梁を渡る大蛇の様子

村役場の前でとぐろを巻く大蛇

大したもん蛇まつり　
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日本の真ん中の暴れ川 天竜川
　天竜川は、長野県茅

ち の

野市の八
やつがたけ

ヶ岳連峰に位置する赤
あかだけ

岳（標
高 2,899m）を源とし、諏

す わ

訪盆地の水を一旦諏訪湖に集め、
西に中央アルプス、東に南アルプスに挟まれた伊

い な だ に

那谷を経
て山岳地帯や遠

えんしゅう

州平野を流下し、遠
えんしゅうなだ

州灘に注ぐ、幹川流路
延長213km、流域面積5,090km2 の一級河川です。
　天竜川の上流域は、中央アルプス、南アルプスの豊富な
水を利用した農業が行われ、諏訪湖・伊那市周辺では精密
機械産業が発達し、下流域は浜松市を中心に自動車産業や
楽器産業などわが国を代表するものづくり地域となってい
ます。

コラム 2

水質改善と観光振興

[ 中 部 地 方 ]

天
て ん り ゅ う が わ

竜 川
天 竜 川 水 系

水生昆虫「ザザムシ」　
　天竜川の上

か み い な

伊那地域で
は「ザザムシ」という水
生昆虫を佃煮等にし、酒
の肴として食べられるな
ど庶民の味として親しま
れています。

写真提供：中部地方整備局

　ザザムシはカワゲラ・トビケラなど水生昆虫の総称ですが、
昭和時代においては多くの漁師がカワゲラをザザムシと考え
ていました。
　高度経済成長期の水質悪化でカワゲラが減少した際には、
ヒゲナガカワトビケラがざざ虫漁（無形民俗文化財に令和 7
年 10月 30日付指定）の対象となるなど「ザザムシ」を表
す昆虫は変化しました。現在は水質が改善しカワゲラの数は
増えていますが、ヒゲナガカワトビケラの脂ののった独特な
味に加え、処理に手間がかからないことが好まれざざ虫漁の
主体となっています。
　飯田市にある天竜川総合学習館「かわらんべ」で実施して
いる「かわらんべ講座」では、ザザムシについての学習や調
理して食べる体験講座も実施しています。

諏訪湖の水質改善
　諏訪湖周辺における昭和 30年代後半からの産業の発展や
都市化に伴う富栄養化により発生したアオコが天竜川に流
下したため、天竜川の水質が悪化していました。このため、
昭和 44年に諏訪湖の底泥から溶出する栄養塩を削減する湖
内浚渫事業を実施し、昭和 46年には諏訪湖流域下水道の整
備が行われました。加えて水草除去による栄養塩類の直接
除去、植生水路の設置による栄養塩類の湖内流入防止や覆
砂等の浄化対策が行われたことで、現在では天竜川上流域
の水質は改善しています。 かわらんべ講座での

ザザムシ調理の様子

ざざ虫漁

ザザムシの佃煮

諏訪湖 （写真提供：天竜川総合学習館
かわらんべホームページ）
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コラム 3

いつの世でも、人々の集う憩いの川　烏川
　烏川は、群馬県高

たかさき

崎市倉
くらぶち

渕町の鼻
はなまがりやま

曲山（標高 1,654m）にそ
の源を発し、榛

はるなさん

名山と碓氷丘陵の斜面境を流れ、碓
うすいがわ

氷川、鏑
かぶらがわ

川、
神
かんながわ

流川と合流してから利根川本川に一次支川として合流する流
路延長61.8kmで、流域面積は470km2 の一級河川です。
　烏川流域は、主に南東部の交通網が発達した都市機能と、北
西部の山間地における緑豊かな自然環境を併せ持つ地域です。　

地域住民との協働による河川管理
　高崎河川国道事務所では「烏・神流川クリーン作戦」など
地域ボランティアの方々や河川敷を利用するスポーツ団体の
方々と協力してゴミ回収を行い、美しい河川環境づくりを実
現しています。
　さらに「アダプトプログラム」により美化活動を行う団体
を支援するため、河川管理者と地域の市町村及び活動団体の
三者で協定を締結しています。

[ 関 東 地 方 ]

烏
か ら す が わ

川
利 根 川 水 系

水質だより

写真提供：関東地方整備局

沿川の小中学校との調査
　烏川では、沿川小中学生とともに住民との協働による水質測
定および水生生物調査を行っています。高崎市新町地先にて令
和 7年 5月に行われた調査では、約 50人の小学 4年生たちが
川の中で水生生物を採取し、生物の分類や水質分析調査を行い
ました。
　総合的な調査結果は「Ⅱややきれいな水」でしたが、「Ⅰきれ
いな水」に分類されるカワゲラ類やヒラタカゲロウ類も採取さ
れ、烏川のゆたかな水環境を再認識することができました。

高松地区かわまちづくり
　高崎市では白衣大観音や榛名山などの眺望を楽しめる場所
や、水辺の雰囲気を楽しむ市民の憩いの場として、景観を活
かした水辺空間を積極的に活用するため、「高松地区かわまち
づくり」基本構想を策定し取り組んでいます。民間事業者と
連携したオープンカフェや展望レストハウス等の整備を実施
予定です。
　国土交通省では、河川管理用通路や階段護岸、緩傾斜坂路
などの整備を令和２年度までに行いました。

高松地区で行われているラフェスタ烏川の様子

地元の学生による
河川敷での美化活動

岩倉橋付近で採取された「Ⅰきれいな水」に生息する生き物

水生生物調査で石の裏にいる
生き物を探している小学生

ボランティアによる
河川敷での美化活動

カワゲラ類 ヒラタカゲロウ類
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ライジャケ・
オン・スタイル

水難事故防止

川は楽しい場所ですがリスクもあります。川に入らなくても
川岸で足を滑らせて転落することもあります。川での水難事
故のほとんどはライフジャケットさえ着ていれば防げた可
能性があります。

川で子どもを事故に遭わせないために、そして自分も事故
に遭わないように、子どもも大人もライフジャケットを着用
することが必要です。

だるまキャラの「山田るま」ちゃんが、
ライフジャケットを着て「川田るま」に変身！
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ミズベリング・プロジェクトとは

かつての賑いを失ってしまった日本の水辺の新しい活用の可能性を、創造
していくプロジェクトです。ミズベリングは「水辺＋ RING（輪）」、「水辺

＋ R（リノベーション）＋ ING（進行形）」の造語。
水辺に興味を持つ市民や企業、そして行政が三位一体となって、水辺とま
ちが一体となった美しい景観と、新しい賑いを生み出すムーブメントを、

つぎつぎと起こしていきます。

水辺のアクションがもっと増えれば、
みんなのまちはもっともっと輝くはずだ。

なにやら、全国の水辺が、ゆるゆると元気になってきた。
カフェやテラスができたり、巨大アヒルが浮かんでいたり。
河川を管理する規制の緩和で、水辺のポテンシャルが一気に
加速してきたみたい。

すでに元気な水辺の都市もあるけれど、
まだまだ水辺をとりいれてワクワクできる環境づくり、まち
づくりはできるはず。

そこでミズベリング・プロジェクト、開始。
ミズベリング（MIZBERING）とは「水辺＋リング（輪）」の
造語であると同時に常に現在進行形 "ING" の気持ちで、水
辺とまちが一体になった美しい景観を未来へ創造しつづける
ソーシャル・アクションワード。

みんなのアイデアとアクションが集まれば、日本の水辺は、
きっと世界がうらやむ楽しくて素敵なまちになるはずだ。


